
【大切】企業研究所の試薬ルール、実は各社バラバラ：研究職の
皆様に聞きました
皆様、試薬に関するルールは厳しいですか？緩いですか？

　

毒物・劇物・危険物の管理、試薬在庫の管理、

試薬に関する安全面のルール、発注時の費用の見積もり、など

試薬に関するルールは、実は結構あるのではないでしょうか。

　

「うちはルールが厳しくて、仕事にならない」

と感じている方もいれば、

「うちはルールが緩くて、法令を守れているか心配」

という方もいるかもしれません。

　

2023年にこのブログの著者は、

研究職から研究職への転職を実現しましたが、

転職により驚いたことの一つに、

「試薬のルール、全然違う！」

というのがありました。

　

購入時のルールに始まり、在庫管理の仕方、導入しているソフト、

管理者の人数や役割分担など、
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本当にすべてがバラバラでした。

　

この経験を踏まえて、

「試薬管理のルール、各社全然違うのでは？」と思い、

研究職の皆様を対象に、

ツイッターアンケートで聞くことにしました。

　

以下のリンクから、私のアカウントを見ることができます。

（ぜひフォローをお願いします！）

最近、転職先と前職で勤務ルールがあまりにも違い、毎日驚いています。
どっちの会社のルールが世間の一般と近いのか興味が出てきたので、このアカウントを使って、皆様の企業の勤務ルールを聞き取るアン
ケートを始めました。
しばらく続けますので、興味がある方はぜひ投票もお願いします！

— とうや@食品メーカー研究職 (@NzXyZQDOCMpLgz5) April 12, 2023

その結果、やはり各社ルールが全然違うことが、

よくわかってきました。

　

今回は、

「企業研究所の試薬ルール、実は各社バラバラ」

という内容で、記事を書いていきます。

　

雑談ネタになりますが、

他社のルールなどを知る良い機会として、ぜひ読んでみてください。

https://twitter.com/NzXyZQDOCMpLgz5/status/1646120580670963712?ref_src=twsrc%5Etfw


【大切】企業研究所の試薬ルール：実は各社バラバラ

研究所の試薬管理ルールについて、研究員はどう思っているか？
試薬管理ルールの運用状況が、

研究員の日々の業務に大きく影響しているのは間違いないと思います。

　

「うちの会社はルールが厳しくて、仕事が進まない、面倒なことが多い」

「うちはルールが緩い気がする。いつか法令違反を起こすのではと、ビクビクしている」

企業ごと、研究員ごとに、いろいろな思いがあるのではないでしょうか？

　

そこでまず、

「自身の研究所の試薬管理ルールについて、どのように感じていますか？」

というアンケートを取り、皆様の認識について確認しました。

結果はこちら↓　

企業研究職の皆様、自身の研究所の試薬管理ルール（使用記録管理、重量管理、購入や廃棄の手続き、など）について、どのように感じ
ていますか？

— とうや@食品メーカー研究職 (@NzXyZQDOCMpLgz5) April 30, 2023

「厳しい」「緩い」「ちょうどいい」、

きれいに3つにわかれました！

　

各社ルールが異なるという状況ではあるものの、

・会社ごとに試薬管理ルールの運用状況が異なる

https://twitter.com/NzXyZQDOCMpLgz5/status/1652635413356625922?ref_src=twsrc%5Etfw


・それに対して研究員が様々な思いを抱いている

そのような状況が推察される結果となりました。

　

試薬管理担当者はいるか？
次に、実際の試薬管理状況について聞いていくことにしました。

各社ルールが異なるため、どのような設問が良いか悩みましたが、

「試薬管理担当者がいるか」「試薬管理ソフトを入れているか」

という答えやすい質問を通して、

企業研究所全体の傾向の把握することにしました。　

　

まずは、

「試薬管理担当者が設定されているか？」

について聞きました。

　

この担当者は、

「ISOなど、何かしらの社内のルールで設定された担当者」です。

（誰もやってないから、仕方なく俺がやっているんだ…）

という人は、設定されていないということにしました。

　

結果はこちら↓

企業の研究職の皆様、試薬（劇物・毒物も含む）の管理担当者は、ISOなどで正式に設定されていますか？

— とうや@食品メーカー研究職 (@NzXyZQDOCMpLgz5) April 23, 2023

https://twitter.com/NzXyZQDOCMpLgz5/status/1650094415069999105?ref_src=twsrc%5Etfw


「え、試薬担当者を設定していない企業が、半数もあるの？」

今回のアンケートでは、そのような結果になりました。

　

試薬、特に化学物質を扱う企業では、試薬類は厳重に管理されています。

消防法、毒物劇物取締法など、守るべき法令もたくさんあり、

これを遵守するには専門的な知識を持った人が不可欠です。

各部署に1人、少なくとも研究所全体に1人は運用担当者が必要だと思っていました。

　

しかし今回、約半数の会社では担当者を置いていないことが分かりました。

個人的には、

「試薬管理の担当者を置かずに、どのように試薬管理をしているのか？できるのか？」

という疑問を抱く結果でした。

　

試薬管理ソフトは使っているか？
次に、「試薬管理ソフトを使っているか」について聞き取りました。

試薬管理ソフト、調べてみると本当にたくさんのサービスがあります。

こちらのサイトが、内容をまとめてくれていてとても分かりやすいです。

https://www.ipros.jp/cg2/%E8%A9%A6%E8%96%AC%E7%AE%A1%E7%90%86%
E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0/

上記のような試薬管理ソフトの各社の導入状況を調べることで、

試薬の在庫をしっかり管理しようとしている会社がどのくらいあるか

を把握できると考えました。

https://www.ipros.jp/cg2/%E8%A9%A6%E8%96%AC%E7%AE%A1%E7%90%86%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0/
https://www.ipros.jp/cg2/%E8%A9%A6%E8%96%AC%E7%AE%A1%E7%90%86%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0/


結果はこちら↓

企業の研究職の皆様、所属する研究所では試薬管理ソフトを使っていますか？（自作のエクセルマクロなどは、いいえ、に投票してくだ
さい）

— とうや@食品メーカー研究職 (@NzXyZQDOCMpLgz5) April 24, 2023

導入している会社は半数にとどまりました。私の予想より少なかったです。

　

以前、ISOの更新審査の審査官から

「試薬管理、自作のエクセルマクロ、あるいは紙ベースで在庫管理している会社も結構多いよ」

というコメントをもらったことがあります。

今回「いいえ」と答えた中には、そのような会社が多いのかもしれません。

　

一方で、試薬管理担当者を置いていない会社で

そのような管理ができているかは怪しいなとも感じています。

相見積もりや価格交渉をするか？
最後に、試薬購入時の手続きについて聞いてみました。

試薬といっても、

数千円のものから何十万円もするものまで、

その価格にはばらつきがあります。

　

特に高額のものの場合、安い代理店から買うために

「相見積もり」や「価格交渉」

をしている方もいるのではないでしょうか。

https://twitter.com/NzXyZQDOCMpLgz5/status/1650427729744113664?ref_src=twsrc%5Etfw


　

そこで、

「試薬や物品を購入する際、相見積もりや価格交渉は？」

というアンケートを取りました。

結果はこちら↓

企業の研究職の皆様、試薬や物品を購入する際、相見積もりや価格交渉は

— とうや@食品メーカー研究職 (@NzXyZQDOCMpLgz5) April 27, 2023

毎回見積もりを取っている会社がある一方で、

必要な時しか見積もりを取らない会社が約半数、

ほとんどとらない会社が約4割という結果になりました。

　

私は見積もりを取ることが必須の会社で育ってきたので

「え？ほとんど見積もり取らない会社あるの？」

という感想を持ってしまいました。

同じような方はいらっしゃいませんか？

　

確かに、費用を抑えるために見積もりを取ることは大切ですが、

見積もりや値切り交渉にエネルギーを注ぎすぎて、

実験などの本業の時間が奪われてはなりません。

しつこく依頼することは、

代理店にも不必要な業務を押し付けてしまうことになります。

https://twitter.com/NzXyZQDOCMpLgz5/status/1651546434729279488?ref_src=twsrc%5Etfw


　

この辺りはバランスをうまくとって運用していきたいです。

ただ、それが難しいんですがね…

　

まとめ
・企業研究の試薬管理状況は、各社ルールの厳しさが異なりそう。

・試薬担当者を設定していない会社も結構ある。

・試薬管理ソフトを導入している会社は、約半数。

・試薬発注時に費用の見積もりを取っていない会社も結構多い。

　

今回の調査から、改めて

試薬に関するルールは各社結構異なっている

ことが明らかになりました。

各社、ルールの設定とその運用については、考え方が異なるようです。

　

研究員の作業を締め付けすぎず、

無駄な経費を使わないようにコントロールでき、

安全面や法令をしっかり守れるような運用ルール。

　

難しいですね。


